









収集を目的とした。山梨県内の児童福祉施設を対象に，2012年 7 月下旬および 8 月下旬に無記
名自記式質問紙調査を実施した。有効回答数87施設（79.8％）を園児数が99人以下の A 群とそ
れ以上の B 群に分け検討した。食物アレルギー児が「いる」は A 群82.1％，B 群93.8％であっ
た。 食物アレルギー児の除去食品数は，「 1 種類除去」 が全体の70.4％，「 2 種類除去」 が
17.1％，「 3 種類除去」および「 4 種類除去」はいずれも6.2％であった。除去食を実施する際
の難易度について，「除去食を作る調理環境を整えること」が「大変」と答えた割合は A 群




































































































と園児数100人以上（以後 B 群とする）の 2 つの
群に分け比較した。それぞれクロス集計を行い，
χ2検定により有意性を検討した。以上の統計処







の有無については，「いる」が A 群82.1％，B 群
93.8％であった。管理栄養士または栄養士の配置
状況については，「いる」 が A 群66.7％，B 群
70.8％と，いずれの群も約 7 割ほどであった。除
去食の実施状況については，「アレルギー食品の
除去のみで対応」が A 群38.5％，B 群41.7％，「ア
レルギー食品を除去して代替食品・ 代替食を使











施設区分 保育園 83 （95.4） 37 （94.9） 46 （95.8）
ns幼稚園 2 （2.3） 0 （0.0） 2 （4.2）
その他 2 （2.3） 2 （5.1） 0 （0.0）
経営区分 公立 35 （40.2） 14 （35.9） 21 （43.8）
ns私立 48 （55.2） 21 （53.8） 27 （56.3）
その他 4 （4.6） 4 （10.3） 0 （0.0）
アンケート回答者 管理栄養士 3 （3.4） 1 （2.6） 2 （4.2）
ns
栄養士 47 （54.0） 21 （53.8） 26 （54.2）
保育士 8 （9.2） 4 （10.3） 4 （8.3）
調理員 25 （28.7） 9 （23.1） 16 （33.3）
その他 4 （4.6） 4 （10.3） 0 （0.0）
食物アレルギー児の状況 現在いる 77 （88.5） 32 （82.1） 45 （93.8）
ns

















除去食の実施状況 アレルギー食品の除去のみで対応 35 （40.2） 15 （38.5） 20 （41.7） ns
（複数回答） アレルギー食品を除去して代替食品・代替食を用意 69 （79.3） 32 （82.1） 37 （77.1） ns
アレルギー食品の除去と家庭からの持参食を併用 5 （5.7） 0 （0.0） 5 （10.4） ns
医師からの診断書 はい 81 （93.1） 37 （94.9） 44 （91.7）
ns
いいえ 6 （6.9） 2 （5.1） 4 （8.3）
除去の対象 卵 75 （86.2） 34 （87.2） 41 （85.4） ns
（複数回答） 魚介 20 （23.0） 8 （20.5） 12 （25.0） ns
甲殻 24 （27.6） 6 （15.4） 18 （37.5） 5.268⑴ *
牛乳 43 （49.4） 17 （43.6） 26 （54.2） ns
乳製品 37 （42.5） 13 （33.3） 24 （50.0） ns
肉 5 （5.7） 4 （10.3） 1 （2.1） ns
大豆 8 （9.2） 2 （5.1） 6 （12.5） ns
豆製品 7 （8.0） 1 （2.6） 6 （12.5） ns
調味料 5 （5.7） 1 （2.6） 4 （8.3） ns
小麦粉 16 （18.4） 5 （12.8） 11 （22.9） ns
パン 20 （23.0） 4 （10.3） 16 （33.3） 6.473⑴ **
麺類 15 （17.2） 4 （10.3） 11 （22.9） ns
米 2 （2.3） 0 （0.0） 2 （4.2） ns
野菜 4 （4.6） 3 （7.7） 1 （2.1） ns
果物 26 （29.9） 9 （23.1） 17 （35.4） ns
種実 19 （21.8） 9 （23.1） 10 （20.8） ns
その他 15 （17.2） 3 （7.7） 12 （25.0） ns
代替食の提供 はい 75 （86.2） 31 （79.5） 44 （91.7）
ns
いいえ 12 （13.8） 8 （20.5） 4 （8.3）
代替食を提供する上での工夫点 他の園児の給食と見た目が変わらないようにする 49 （65.3） 19 （61.3） 30 （68.2） ns
（複数回答） 栄養がきちんと摂れるようにする 43 （57.3） 18 （58.1） 25 （56.8） ns
通常の給食と同じようにおいしいものを提供する 49 （65.3） 19 （61.3） 30 （68.2） ns
品数は同じにする 44 （58.7） 16 （51.6） 28 （63.6） ns
その他 4 （5.3） 0 （0.0） 4 （9.1） ns
代替おやつの提供 はい 78 （89.7） 33 （84.6） 45 （93.8）
ns
いいえ 9 （10.3） 6 （15.4） 3 （6.3）
注）χ2値（自由度）　**ｐ＜0.01 *ｐ＜0.05　ns有意差なし
14 保育所給食における食物アレルギーに対する取り組み状況
いう回答が A 群94.9％，B 群91.7％であった。「い
いえ」が 5 ～ 8 ％みられた。除去の対象となって
いる食品を質問したところ（複数回答），「卵」が
最も多く A 群87.2％，B 群85.4％，次いで「牛乳」
が A 群43.6％，B 群54.2％，「乳製品」 が A 群
33.3％，B群50.0％であった。そのほか，「果物」「魚
介」「種実類」等があげられていた。有意差が認
められた食品は「甲殻類」（A 群15 . 4％，B 群
37.5％，ｐ＜0.05）と「パン」（A 群10.3％，B 群
33.3％，ｐ＜0.01）であった。代替食の提供状況は，













「 1 種類除去」が全体の70.4％であった。「 2 種
類除去」は17.1％，「 3 種類除去」および「 4 種
類除去」はいずれも6.2％であった。具体的にみ
ると， 1 種類除去の「卵」が43.9％と最も高く，




は 0 歳児では67 .6％であったが， 5 歳児では
表 ２ 　食物アレルギー児の除去食品数
除去数 除去食品































卵 23（67.6） 38（50.0） 24（49.0） 20（33.3） 25（42.4） 11（25.6） 141（43.9）
牛乳 1 （2.9） 5 （6.6） 6（12.2） 7（11.7） 2 （3.4） 5（11.6） 26 （8.1）
大豆 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （2.3） 1 （0.3）
小麦 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （2.3） 1 （0.3）




卵＋牛乳 2 （5.9） 11 （14.5） 4 （8.2） 5 （8.3） 3 （5.1） 0 （0.0） 25 （7.8）
卵＋大豆 0 （0.0） 1 （1.3） 1 （2.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 2 （0.6）
卵＋小麦 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （2.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （0.3）
小麦＋牛乳 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）
小麦＋大豆 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）
牛乳＋大豆 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）






2 （5.9） 1 （1.3） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 3 （0.9）
卵＋牛乳＋大
豆
0 （0.0） 1 （1.3） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （0.3）
卵＋大豆＋小
麦
0 （0.0） 2 （2.6） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 2 （0.6）
牛乳＋大豆＋
小麦
0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）






0 （0.0） 1 （1.3） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （0.3）
その他 1 （2.9） 4 （5.3） 4 （8.2） 4 （6.7） 4 （6.8） 2 （4.7） 19 （5.9）
合計 20 （6.2）





項目 選択肢 全体 A群 B群 χ2検定注）（N=87） （N=39） （N=48）
献立作成
除去の程度に合わせた適切な献立を作成すること 大変 13 （14.9） 7 （17.9） 6 （12.5）
nsやや大変 33 （37.9） 11 （28.2） 22 （45.8）大変ではない 17 （19.5） 8 （20.5） 9 （18.8）
どちらともいえない 24 （27.6） 13 （33.3） 11 （22.9）
献立の種類や数を確保すること 大変 12 （13.8） 8 （20.5） 4 （8.3）
nsやや大変 29 （33.3） 11 （28.2） 18 （37.5）大変ではない 22 （25.3） 9 （23.1） 13 （27.1）
どちらともいえない 24 （27.6） 11 （28.2） 13 （27.1）
適切な栄養摂取を確保すること 大変 14 （16.1） 8 （20.5） 6 （12.5）
nsやや大変 36 （41.4） 16 （41.0） 20 （41.7）大変ではない 14 （16.1） 4 （10.3） 10 （20.8）
どちらともいえない 23 （26.4） 11 （28.2） 12 （25.0）
材料選択
使用材料に除去する食品が含まれているかどうかを知ること 大変 17 （19.5） 10 （25.6） 7 （14.6）
nsやや大変 45 （51.7） 16 （41.0） 29 （60.4）大変ではない 18 （20.7） 9 （23.1） 9 （18.8）
どちらともいえない 7 （8.0） 4 （10.3） 3 （6.3）
適切な代替食品を選ぶこと 大変 16 （18.4） 9 （23.1） 7 （14.6）
nsやや大変 43 （49.4） 16 （41.0） 27 （56.3）大変ではない 16 （18.4） 7 （17.9） 9 （18.8）
どちらともいえない 12 （13.8） 7 （17.9） 5 （10.4）
家庭からの持参を依頼すること 大変 21 （24.1） 9 （23.1） 12 （25.0）
nsやや大変 12 （13.8） 3 （7.7） 9 （18.8）大変ではない 12 （13.8） 4 （10.3） 8 （16.7）
どちらともいえない 42 （48.3） 23 （59.0） 19 （39.6）
給食費が高くなること 大変 11 （12.6） 5 （12.8） 6 （12.5）
nsやや大変 14 （16.1） 4 （10.3） 10 （20.8）大変ではない 22 （25.3） 12 （30.8） 10 （20.8）
どちらともいえない 40 （46.0） 18 （46.2） 22 （45.8）
調理
除去食を作る調理環境を整えること（器具、調理施設など） 大変 20 （23.0） 10 （25.6） 10 （20.8）
9.972⑶*やや大変 34 （39.1） 9 （23.1） 25 （52.1）大変ではない 18 （20.7） 9 （23.1） 9 （18.8）
どちらともいえない 15 （17.2） 11 （28.2） 4 （8.3）
アレルギー児の好む味付けにすること 大変 12 （13.8） 7 （17.9） 5 （10.4）
nsやや大変 26 （29.9） 11 （28.2） 15 （31.3）大変ではない 33 （37.9） 10 （25.6） 23 （47.9）
どちらともいえない 16 （18.4） 11 （28.2） 5 （10.4）
他の園児の給食と同じような外観を確保すること 大変 26 （29.9） 14 （35.9） 12 （25.0）
nsやや大変 30 （34.5） 12 （30.8） 18 （37.5）大変ではない 19 （21.8） 6 （15.4） 13 （27.1）
どちらともいえない 12 （13.8） 7 （17.9） 5 （10.4）
除去食を作る人手を確保すること 大変 18 （20.7） 8 （20.5） 10 （20.8）
13.957⑶**やや大変 34 （39.1） 8 （20.5） 26 （54.2）大変ではない 18 （20.7） 10 （25.6） 8 （16.7）
どちらともいえない 17 （19.5） 13 （33.3） 4 （8.3）
喫食時
アレルギー児が他の園児と同じ給食を欲しがることへ対応すること 大変 10 （11.5） 6 （15.4） 4 （8.3）
nsやや大変 30 （34.5） 13 （33.3） 17 （35.4）大変ではない 26 （29.9） 11 （28.2） 15 （31.3）
どちらともいえない 21 （24.1） 9 （23.1） 12 （25.0）
アレルギー児が除去食品を気付かない間に食べてしまうことを防ぐ
こと
大変 21 （24.1） 12 （30.8） 9 （18.8）
nsやや大変 36 （41.4） 13 （33.3） 23 （47.9）大変ではない 14 （16.1） 6 （15.4） 8 （16.7）
どちらともいえない 16 （18.4） 8 （20.5） 8 （16.7）
喫食時にアレルギー児をサポ トーすること 大変 11 （12.6） 4 （10.3） 7 （14.6）
nsやや大変 28 （32.2） 12 （30.8） 16 （33.3）大変ではない 23 （26.4） 11 （28.2） 12 （25.0）
どちらともいえない 25 （28.7） 12 （30.8） 13 （27.1）
対応
アレルギー児がアレルギーを発症した時に適切に対応すること 大変 37 （42.5） 16 （41.0） 21 （43.8）
nsやや大変 22 （25.3） 9 （23.1） 13 （27.1）大変ではない 7 （8.0） 2 （5.1） 5 （10.4）
どちらともいえない 21 （24.1） 12 （30.8） 9 （18.8）
原因食品が多様化していること 大変 46 （52.9） 22 （56.4） 24 （50.0）
nsやや大変 21 （24.1） 7 （17.9） 14 （29.2）大変ではない 4 （4.6） 1 （2.6） 3 （6.3）
どちらともいえない 16 （18.4） 9 （23.1） 7 （14.6）
連携
施設内の保育士や職員と連携を図ること 大変 12 （13.8） 6 （15.4） 6 （12.5）
nsやや大変 30 （34.5） 12 （30.8） 18 （37.5）大変ではない 38 （43.7） 17 （43.6） 21 （43.8）
どちらともいえない 7 （8.0） 4 （10.3） 3 （6.3）
アレルギー児の保護者と連携を図ること 大変 17 （19.5） 9 （23.1） 8 （16.7）
nsやや大変 28 （32.2） 11 （28.2） 17 （35.4）大変ではない 33 （37.9） 14 （35.9） 19 （39.6）
どちらともいえない 9 （10.3） 5 （12.8） 4 （8.3）
医師との連携を図ること 大変 22 （25.3） 10 （25.6） 12 （25.0）
nsやや大変 19 （21.8） 8 （20.5） 11 （22.9）大変ではない 15 （17.2） 6 （15.4） 9 （18.8）




一方， 1 種類除去の「その他」は 0 歳児の2.9％
に対し， 5 歳児では34.9％と，「卵」 とは反対に
高くなっていた。アレルギー児の合計の推移をみ
ると， 1 歳児が最も多く，次いで， 3 歳児， 4 歳

























が最も高く， 4 割～ 6 割であった。「他の園児の
給食と同じような外観を確保すること」では，「大
変」 と「やや大変」 をあわせた割合は，A 群
66.7％，B 群62.5％と 6 割をこえていた。「アレル
ギー児がアレルギーを発症した時に適切に対応す
ること」 では，「大変」 と答えた割合が A 群
41.0％，B 群43.8％，「原因食品が多様化している
こと」では，「大変」の割合が A 群56.4％，B 群
50.0％と，他の項目に比べて高かった。「アレル
ギー児の保護者と連携を図ること」では，「大変」
と答えた割合が A 群23.1％，B 群16.7％，「やや
大変」が A 群28.2％，B 群35.4％であった。連携
の項目では，「大変」と「やや大変」をあわせた
割合が，「施設内の保育士や職員」 では A 群
46.2％，B 群50.0％，「アレルギー児の保護者」で









た。 次いで，「対象児の個人名を書く」 が A 群
64.1％，B 群81.3％であった。「調理を先に済ませ
る」 は A 群46.2％，B 群43.8％，「クリップやマ







材料を先に取り分ける 73 （83.9） 32 （82.1） 41 （85.4） ns
調理を先に済ませる 39 （44.8） 18 （46.2） 21 （43.8） ns
配膳車を区別する 6 （6.9） 3 （7.7） 3 （6.3） ns
調理場所を区別する 13 （14.9） 7 （17.9） 6 （12.5） ns
専任の担当者を配置する 11 （12.6） 2 （5.1） 9 （18.8） ns
対象児の個人名を書く 64 （73.6） 25 （64.1） 39 （81.3） ns
クリップやマグネットで目印をつける 36 （41.4） 14 （35.9） 22 （45.8） ns
食器を区別する 29 （33.3） 18 （37.5） 11 （28.2） ns
配膳トレーを区別する 39 （44.8） 13 （33.3） 26 （54.2） 3.776（1）　*
その他 10 （11.5） 2 （5.1） 8 （16.7） ns
注）χ2値(自由度）　*ｐ＜0.05　ns有意差なし
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45.8％，「食器を区別する」 は A 群37.5％，B 群
28.2％であった。「専任の担当者を配置する」は，
A 群5.1％に対し，B 群は18.8％と高かった。「調









る」 も A 群69.2％，B 群79.2％であった。「日誌
の記録をする」では A 群25.6％。B 群29.2％と 3
割弱であり，「朝礼で周知する」は A 群10.3％，





















































氏名と除去食品の一覧表を作成する 62 （71.3） 23 （59.0） 39 （81.3） 5.214（1）*
調理室から保育士への受け渡し時に声かけをする 70 （80.5） 32 （82.1） 38 （79.2） ns
調理従事者同士の調理作業中に声かけをする 65 （74.7） 27 （69.2） 38 （79.2） ns
日誌の記録をする 24 （27.6） 10 （25.6） 14 （29.2） ns
朝礼で周知する 9 （10.3） 4 （10.3） 5 （10.4） ns
















































































































































































































































































































































































































































16 （100.0）　 19 （100.0）　 15 （100.0）　
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Ⅳ．考察



















































































































































先に取り分ける」 は A 群，B 群とも 8 割ほどと
高かった。一方，「調理を先に済ませる」は A 群，





























































































































種類除去」 が全体の70.4％，「 2 種類除去」
が17.1％，「 3 種類除去」および「 4 種類除去」
はいずれも6.2％であった。1 種類除去の「卵」




変」 と 答 え た 割 合 は A 群 25 . 6 ％，B 群


























に 関 する 3 歳 児 全 都 調 査，http://www.tokyo-
e i ken . go . j p / f i l e s /k j _kankyo/a l l e rgy/c_











所 保 育 指 針，http://www.mhlw.go.jp/bunya/
kodomo/hoiku04/pdf/hoiku04a.pdf
6 ）厚生労働省：保育所におけるアレルギー対応ガ





























アレルギー対 応 の 工 夫，保 健 の 科 学，51， 3 ，
199-206（2009）
